
令和6年度第1回長浜市国民健康保険運営協議会 会議次第

日時:令和5年8月 23_日 (水)午後2時～

場所:長浜市役所 3階3-B

1.開   会

2.部長あいさつ

3と 委員・職員自己紹介

4。 会長及び副会長の選出

5。 会議録署名委員の指名

6。 議 事

(1)令和4年度国民健康保肝父特別会計共算にあいて

(2)令和4年度国民健康保険特別会計 (直診勘定)決算にっいて

(3)第3期長浜市国民健康保F父データヘルス計画について

7.そ の 他

8.閉   会



長浜市国民健康保険運営協議会委員名簿

区  分 氏   名 団  体  名

被保険者を代表する
委員 1

廣 部 恭 子 長浜市商工会議所推薦

大 塚 高 司 長浜市農業委員会推薦

月尻部 貴美 代 公募

傍 島 伸 子 公募

保険医または保険薬
剤師を代表する委員

布 施 隆 治 湖北医師会推薦

安 達 ィ貴 子 湖北医師会推薦

川 瀬 仁 史 胡北歯科医師会推薦

大森 貴美 子 湖北薬剤師会推薦

公益を代表する委員

小 林 治 一 良 有識者

藤 本 茂 良 有識者

下 司 み ゆき 長浜市健康推進員協議会推薦

西 野 ,美 の里 滋賀県社会保険労務士会推薦

被用者保険等保険
者を代表する委員

宇 田 泰 明 滋賀県被用者保「父等保隙者連絡協議会推薦

浦 崎 貴 博 滋賀県被用者保【父等保険者連絡協議会推薦

宮川 周 下郎
i滋
賀県被用者保険等保険者連絡協議会推薦

事務局

鵜 飼 1康 治 市民生活部長

大 塚 重 之 市民生活部次長

中 止 明 美 保険年金課長

'中
川 孫 二郎 滞納整理課長

元 村   徹 健康企画課長

前 田 洋 美 地域医療課担当課長

小 等 多 代 健康推進課長



(1)総括事項
国民皆保険制度を支える重要な基盤である国民健康保険制度を安定的に運営するため
都道府県単位化され、さらに県や他市町とともに事務の効率化、標準化及び広域化を推
進しています。
令和4年度の保険料率については、県が示す標津保険料率が令和3年度と比較して、
平均世帯の保険料でO.9%ヨ |き上げとなる内容でしたが、国民健康保険財政調整基金
を投入して前年度の保険料率を据え置き、被保険者の負担軽減を図りました。
また、新型コロすウイルス感染症の感染拡大を受け、感染症の拡大日方止や被保険者の
負担軽減のため、傷病手当金の支給や収入が減少した被保険者にかかる国民健康保険料
の減免、徴収猶ラを行いました。

(2)利用状況
0 被保険者数の状況 0 新型コロナウイルス感染症関連

令和 5年3月末 令和4年3月末

被保険者数 21,792 人 22,780 人

世帯数 14,012世帯 14,402世帯

0 医療費の状況

国民健康保険料減免申請

19 件

傷病手当申請

91件

● 保険料収納率の状況

収納率の推移
■現年度分 □滞納繰越分

95.21% 94.98% 95.28% 95.88% 95,83%

2737% 2991%
3344%

H30     Rl R2      R3      R4

(3)収支の状況
歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

財政調整基金現在高

10,891,286 千円

10,853,268 干円

38,018千 円

348,111 千円

11,093,259千 円)

11,071,148千 円)
. 22,111 

千円)

394,096千 円)

(前年度

(前年度

(前年度

(前年度

1人当たり医療費の推移

H30     Rl     R2     R3     R4

¥375,589

Y406,241
¥395,023

¥382′514

¥363,591

調定額 収入済額 不納父損額 収入未済額

国民健康保険料 (税 ) 1,933,647,6772,149,724,342 2,887,547 33,512,138 185,452,074

一般被保険者療登諸費
返納金 (現年度分)

7,425,942 4,535,187 O O 2,890,755

一般被保険者療養諸費
返納金 (過年度分)

1,104,479 419,189 O 12,889 672,410

籍十名 国民健康保険特居」会計



令不B4年度長浜市国民健康保険特別会計決算

● 歳 入 .

● 歳 出

(単位 :干円)

1

2

3

4

5

6

7

8

９

１０

■

１２

令和4年度 令和 3年度
前年度比
A/B決算額

A
決算額
B

国民健康保険料 1,933,648 1ヽ,250,745 513,503 169;400 2,063,223 094

手数料 733 783 0 O 839 O.93

国庫支出金 O 0 O O 4,065 O.OO

県支出金 8i004,846 8,O04,346 O O 8,¬ 20,136 099

財産収入 1,035 ¬,035 O O 879 118

一般会計繰入金 825,752 637,260 141,674 46,818 822,136 100

基金繰入金 47,020 47,020 O O O

繰越金 22,111 22,1刊 1 O O 27,6¬ 刊 0.30

諸収入等 56,091 56,091 O O 54,370 103

7,898 7,898 O O 5,987 132

13,191 ‖3,19¬ O 11,597 114

34,947 34,947 O O 36,672 095

55 55 O O 414 0.縄

歳入合計 刊O〕891,286 (  10,019,891 655,177 216,218 11,093,259 0198

2

3

4

5

6

7

9

令不B4年度 令和 3年度
前年度比
C/D決算額

C
決算額
D

総務費 146,375 146,375 O O く司50,768 O.97

保険給付費 7,rrr,o95 7,777,095 O O 7,923fttЮ l 098

共同事業拠出金 1 O 1 100

保健事業費 96088 96,038 O

664,973

O 91,028 106

保険事業細付金 2,726,775 1,33¬ ,93司 229,87判 2,790,480 098

諸支出金等 刊06,934 106,934 O O 115,470 093

1,035 1,035 O O 879 118

7,947 7,947 O O 10,057 O_79

51,079 51,079 O O 61,863 083

46,873 46,373 O O 42,666 1.10

歳出合計 10,353,268 9,958,424 664,973 229,371 11,071,148 O.98

形式収支 38,018 61,467 △ 9,796 △ 13,653 22,111

単年度収支 15,907 39,356 △ 9,796 △ 13,653 △ 5,500

財政調整基金残高 348,1刊 1 394,096

2



長浜市国民健康保険特別会計 各決算科目の主な内容

【歳入】

医療分十支援分十介護分の合計。医療分は保険給付費等、支援分は後期高齢者支援金、介護分は

介護納付金の支払いのために徴収するもの

ォンライン資格確認の改修に必要な経費を補助するもの (令和 3年度)

都道府県化により、県が医療費の支払いに責任を持つことになつたた

め、市が医療費を支払う財源として医療費相当額が交付されるもの

保険料の督促手数料

並
日( 金 )

①保険給付費等交付金

保険者努力制度分

市町村の国民健康保険の運営状況を評価 し、交付されるもの

特別調整交付金分

市町村の特別の事情に対して、交付されるもの (国による評価)

都道府県繰入金 2号分

市町村の特別の事情に対して、交付されるもの (県による評価)

特定健診分              ・    ・

40～ 74歳の被保険者が受診した特定健診、特定保健指導に係る費

用に対して、 2/3が交付されるもの

②保険給付費等交付金

(特別交付金)

マル福 (福祉医療費受給券)に関する医療費波及分に係る保険者負担

分に対し一定の割合で県が補助するもの      ′
③保「父給付対策費補助金

財政調整基金積立にかかる繰入金の利子

保険料の軽減の対象となつた被保険者の保「父料軽減分等を公費で補てん

するもの
①保険基盤安定分

国保事業に従事する正規臓員の給与②給与費

③出産育児一時金 出産育児二時金の支給に要する費用の?/3を繰入れ

地方交付税措置された国保財政健全化のためのもの④財政安定化

⑤事務費 国保事業の運営に必要な事務費

⑥マル福波及分 マル福 (福祉医療)に関する医療費波及分に係る保険者負担分

財政調整基金積立にかかる繰入金

前年度繰越金
｀

保険料の滞納に係る延滞金

国保資格喪失後受診に関するイ呆険給付費の返還金

1 旧民健康保険料

2.― l~数料

3.口庫文出企

4.県 支日:1企

5,財産収入

6.^般 会計繰人企

7.基4繰人企

8.繰越企

9,延滞金

10.不 Ч利得等返逮企

3
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精算による交付金の返還金

国保連合会補助金等

11.交 付企返選企

12.そ の仙

【歳出】

国イ呆事業に従事する職員の給与費や事務費ヾ国保連合会負担金、国保運営協議会の費用など

診察、薬剤、治療費、入院時食事依など医療サ‐ビスの現物給付分

②療養費 柔道整復師による施術やコルセットなどの補装具など現金給付分

医療機関で支払った一部負担金が自己負担限度額を超えた場合に負担

するもの

診療報酬餌細書(レセプト)の点検等に必要な経費

被保険者の死亡に対して5万円を支給

被保険者の出産等に対し42万円 (産科医療保障制度の対象外の場合
は40万 4千円)を支給

都道府県化によつて共同事業拠出金制度は廃止されたが、事務費とし

て、退職者医療共同事業分にかかる拠出金が制度上残るもの

に対し費用の半額 (上限2万円、宿泊を伴う場合 2万人間 ドラク

5千円)を助成するもの

②高額療養費貸付 医療機関等へ高額医療費の支払いが困難な場合に貸し付けるもの

③特定健診等事業
｀

特定健診、特定保健指導に係る費用

①医療給付分 医療給付を支払う原資の一つとして、県が市から徴収する納付金

②後期支援金等分 後期支援金等を支払う原資の一つとして、県が市から徴収する納付金

③介護納付金分

と.総務費

2.保険給付資

3.共同事業拠出金

4.保健事業費

5.保険事業費納付金

6.基金費

7.逃付金

8.償還金

9.他会計操出金

4



令和4年度長浜市国民健康保険事業重点事業実施結果

。現年分収納率は、日標収納率の95%を達成した。         |
・保険料率を令和 3年度に据え置き、加ハ者の負担軽減を図つた。
・加入時や、当初 (変更)猷課額人の問い合わせに丁寧な説明を行い、加入者
の理解が得られるように努めた。また、納付にあたっては、キャッシュレス
決済の拡充により、支払いの利便性をさらに高めた。
・コ▼ナウイル不感染症の影響による減免や、非自発的失業者に対する軽減の
適用により、未納の発生を抑制した。

は、Fロナウイルス感染症の影響からは回復しつああるが、横ばい状
態で伸び悩んでおり、日標を達成していない。
・オプトアウト方式による健診申込 :642件 (令和 3年度は 637件 )
。Web予約ンステムによる24時間申込受付による申込 :1232件。(令和 3年度
749件 )
・総合健診での特定健診受診者 2799人のうち 486人 (17.4%)ががん検診と
同時実施による自己負担割引利用。 (令和 3年度 25。 2%)
。地域づくり協議会等と連続しての啓発活動 :58回 (令和 3年度 lo回 )
・特定健診未受診者に対し受診勧奨はがき送付 :8,305名
・未受診者電話勧奨 :4,249/8,325件 (勧奨実施できた対象者/架電数)
,新聞・地域情報誌掲載 :媒体 2種類

・受診率

現年分収納率

95.830/O

(R3実績 :95。 88%)

特定健康診査受診率

6月 末現在 86.3%
(R3実績 :37.1%)

現年分収納率
(95,0%

特定健康診査受診率

46.0%     !

重点施策 1:適Iな資格・ と保険料の賦課・徴収

特定健康診査等

受診率向上対策

重 ,1ミ 事業  |
令和 4年度の

回標



・特定保健指導率は、55.8%で 目標率に達していないが、令和 4年度は達成見
込みである。

1

△

・特疋
~健
診における要医療判定者の医療受診勧奨は、手紙、電話での保健指導

により、日標を達成することができた。

。糖尿病腎症重症化の医療機関受診率は、75.7%で 目標値には達していない。
電話や訪問などで医療受診勧奨を行つているが、医療機関受診にはつながっ

ていない状況である。

特定保健指導実施率

6月 末現在 52.1%
(R3実績 :55.8%)

特定健診における要医療判

定者の医療受診率

6月 末現在 66.6%
(R3実績 :64.0%)

糖尿病性腎症重症化予防対

象者の医療機関受診率

75,7%

(R3実績 :74.0%)

特 定保健指導 実施 率

57.0%以上

特定健診における要医療

判 定者 の医療受診率

65%以上

糖尿病性腎症重症化予防

事業対象者の医療機関受

診率 83%以上

重点施策 2:被保険者の健康づくり

生活習慣病の重

症化予防事業

0ヽ



・6月 から12月 まで、月 1回 自身の食生活を振り返ってもらう機会として野
菜摂取量測定会を実施した。

感染対策をとりながら、短時間で生活習慣を振り返る機会を提供できた。
測定以外にも、1日 の野菜摂取量の目安や野菜の効果についてフー ドモデル

やパネルを活用した啓発を行つた他、量販店と連携して比較的摂取量が少な
い若い世代が気軽に野菜摂取ができるょう、簡単な調理メニューの紹介・

調理見本の展示も行い、乱れがちな食生活への関心を高めることができた。

・BIWA TEKU登録者について目標値を達成した。
・秋に市独自イベントのながはまビワテクチャレンジを実施し、新規登録を促

した。

・コロナ禍において活動量減少、マスク着用によるお口の機能低下が,心配され
たため、握力測定及びお日の機能チェック (噛む 。飲み込みに関する機能)
を行つた。また、参加者にはラレイル予防啓発や自宅できるお日の体操に
ついても啓発を行つた。
・体操不ペースの確保等の課題から、毎月の実施はできなかった。
9月 に行った大型健康づくリイベントにて、認知機能の維持(体を動かす
機会の提供を図るため、子どもから大人までが参加できる体操教室を実施。
コロナ禍で体を動かすことの大切さ、日々 の生活の中で取り入れられる体操
の普及を図ることができた。

※子どもや保護者向けに、スポ=ツ と遊びの要素を取り入れたスポーツ輪投げ
を同口実施 :若い世代が身体を動かす機会の提供を図ることができた。 (参
加者 190人 )

買い物の場での狽1定参加者

615人

イベン ト参力日者 (啓発含む )

1,012人

地区イベン ト等での参加者

、 1,885人

国保加入者数 735人
(長浜市全体 2433人 )
(R3実績 :562人)、

買い物の場における体操・

運動機能測定参加者数

406人

運動教室の実施 1回
頭と体の体操 :133人

寅い物の場における野菜

摂 H文量測定参加者 800人

各地区イベント等での野

菜摂取量測定会参加者

750人

「BIWA― TEKU」
事業

登録者数

国保加入者数 732人

(長浜市全体 2,500人 )

買い物 の場 にお ける体

操・運動機能沢1定参加者

数 180人

運動教室の実施 15回以
上

健康づくり事業

2野菜接種啓発

健康づくり事業

1運動普及啓発

劇

○達成    △概ね達成  × 未達成



(1)総括事項
浅井診療所、浅井東診療所、中之郷診療所 (上丹生出張診療所、◆市出張診療所)、 にし
あざい診療所 (塩津出張診療所、菅浦出張診療所)、 中之郷歯科診療所の4医科診療所 (4
出張診療所)と 1歯科診療所を運営していますも
,  運営については、浅井診療所、浅井東診療所、西浅井地区診療所は指定管理者、中之郷診
療所は湖北病院にて行い、持続可能な医療体制の確保を図うています。◆後も指定管理者制
度の活用や関係医療機関との連携により医師を継続的に確保し、併せて、診療所経営の健全
化を目指します。      ミ          ′

(2)利用吠況
新型コロナウイルス感染疲の流行による受診控えの影響も徐′マに解消されてきています。
へさ地地域においては人□減少が進む中、憲者数の大幅な増加を見込むことは難ししヽ状況で
すが、居住する市民に対する医療提供体制の確保を図るため、需要と供給のバランスや診療
所の役
割
を検討
ャ
つつ

l、

安定した医療り提供を目指します。

診療状況                         (単 位 :日、人)

浅井 浅井東 中之郷 にしあざい 中之郷歯科

日数
R4 217.5 242.O 114.5 299,5 228.5
R3 218.5 243.5 113.5 302.O 231.O

延人数
R4 5,635 14,932 2,960 12,954 2,326
R3 4;514 12,416 2,754 13,044 2,738

1日当たり
人数

R4 25,9 61.7 25,9 43.3 12.4

R3 20.7 51.O 24.3 43.2 11.9

(3)収支の状況
単年度収支はすべての診療所で赤
赤字が続くとラ想されるため、より

字となつており、憲者数の減少が見込まれる中、◆後も
効率的な運営を行う跡要があります。

歳入総額

歳出総額

収支額

160,788 千円
155,092 千円
5,695 千円

前年度

前年度

前年度

(繰越明許)

156,511 千円
150,714 千円
5,797 千円
3,174千円

(単 円

円)

令和3年度末
現在高 (A)

当年度取崩額
(B)

当年度積立額
(C)

当年度末現在高
A― B+C反浜市国民健康保険

直営診療所管理運営
基金 792,455,644 65,000,OOO 7,552,144 735,007,788

調定額
(/ヽ )

収入済額
(B)

不納欠損額
(C)

収入未済額
(未納額)A―BiC

交通事故損害賠償金

129,180 O 0 129,180

令不□3年度末
(A)

当年度借入金
(B)(

当年度元金償還額
(C)

当年度末残高
A+B― C

診療施設等整備
35,582,472 O 7,812,785 27,769,687

会3+名  国民健康保険特別会計 (直診勘定)



令和4年度長浜市国民健康保険特月U会計 (直診勘定)決算

0 歳 入

0 歳 出

(単位 :千円)

令和3年度

歯科医科

浅井 浅井東 中之郷 |こしあざしヽ 中之郷歯科

決算額
A

決算額
B

較レ
し
い
，

A/B

影

"議

幸侵帥‖ 23,464 23,464 22,828 1.03

使用料 。手数料 134 591 389 1 1,115 1,005 1.11

国庫支出金 0 250

県支出金 0 0

財産収入 7,552 8,157 0.93

5,797 2,646 2.19前年度繰越金

(3,174) 0〔ぢ磋纂奪毯脅緊環碁〕
14,762 3,906 23,438 7,005 56,211 58,510 0.96他会計繰入金 7,100

65,000 61,500 1.06基金繰入金

1,649 1,649 1,615 1.02諸収入

市債

歳入合計 7,234 15,353 3,906 23,827 32,119 160,788 156,511 1,03

令本B4年度

令和3年度

医科 歯科

浅井 浅井東 中之郷 |こ しあざい 中之郷画科

決算額
A

決算額
B

Lヒ車交
A/B

総務費 18,980 22,841 24,870 26,275 33,870 126,836 127,463 1.00

医業費 o,555 5,816 12,371 7,105 1.74

708 7,132 492 8,332 7,989 1.04ノム`債費

7,553 8,157 0.93諸支出金

歳出合計 18,980 22,841 32,133 33,407 40,178 155,092 150,714 1.03

令和4年度

①形式収支 5,696 5,797

②繰越金 (再掲) 5,797 2,646

③翌年度繰越額 0 3,174

Э中年霞収支(レ②O) ▲ 101 ▲ 23

9



第 3期長浜市国民健康保険デ▼痺ヘルス計画について
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データヘルス計画とは
I…

健康床療情報を活用してPDCAサイクルに沿った効果的かつ効率的な保健事業の実施を図るための保健事業の英施計画

Ｐ
Ｐ

R6R5

第 2期計画

(6年 )

第 3期計画

(6年 )

第 1期計画

(_6年 )

R4R3R2RlH30H29

第1期計画

(3年 )

第 2期計画

(5年 )

H28H27H26H25H24

第 1期計画

(5年 )

H23H22H21H20

ァ=タヘル

丞計画

特定健診等

実施計画

県 _
データヘルス計画

市町



データヘルス計画の他計画との関係

県と連携 して計画を推進 し、長浜市の国保加入者の健康の保持増進 。医療費適正化を目指す

Ｐ
日

後期高齢者

デ守タベルス計画

長浜市

滋賀県

健康ながはま21

整合

長浜市国保データヘルス計画

長渓市の国保加入者の

健康保持増進・医療費適正化

特定健診等実施計画

滋賀県国保データヘルス計画

県全体の国保加入者の

健康保持増進・医療費適正化



Ｐ
ω

デiタベルス計画ガイドラインの見直しにういて

1.背景 。目的

次期計画茶定においで、効果的・
‐
効率的なイ呆催事業の実施に向けて、標準化め推進や評価指

標の設定の推進が進められたと      !                    i

「保険者のデータヘルスの計画の標準化等の取組の推進を掲げる」
「経済財政運営と改革あ基本方針2020(骨太方針2020)」 令和2年 7月間議決定

「保険者が策定するデ=タ
ベルス計画の手引きの改定等を行うとともに、当該計画の標準化の

やアウトカムベTスでの適切なKP12の 設定を推進す
;  「新経済・財政再生計画改革工程表2022」 令和4年 12月 経済財政諮Fロロ会議

の進屋にあたり、

る。」と示す。



2.標準化の推進

Ｐ
ト

一般に、標準化とは、品質や性能の確保、利便性の向上、効率化等の確保などを目指すために、一定の基

準を設定し、それに従うて、作り方や評価方法などを統下することとされ、データベルス計画を都道府県レ

ベルで標準化することにより、以下のことが期待できる

0都道府県内で共通の評価指標を設定することにより、域1内保険者において同じ指標で経年的にモニタリ

ングできるようになる

0他の保険者と比較したり、自保険者の客観的な状況を把握したりすることができる

0地域の健康状況や健康課題の分析方法、計画策定、評価等の一連の流れを共通化することで、
業務負担を軽減することができる

●計画等について、関係者の理解促進につながることや他計画等との調和を検討する際に有用である

これらの



第 3期データヘルス計画

|

IJ

H22 HZr R02

RO! , R03H29 H30

I基

令和 6(2024)年度～令和11(2029)年度

15



S:目 A 8:大 化なし G:悪化

目標

第2期ディ今ヘル蒸|

評価
‖29
て2017み

‖30
r2018ゝ

Rl

て2019】
R2
r2020Ⅲ

R3
(2021ゝ

郵ιれヽ

R4 !
(20221

日↑系
R5
(2a2患Ⅲ

長期目標

中期目標

短期目標

O滋賀県・市町国保における共通目標の状況

計画策定崎 第 2
'ヘ
ル

H29
F,01子Ⅲ:

‖30
rクalaみ

Rl
Fク019ゝ

R2
rクo2oⅢ F2021,)

M
r20ククう

特定健診受診率

符
~足
健診受診率 60,と ,火」L

継続受診割合 75%以上
新規受診者割合 19%以上
3年連続未受診者割合 40%以下
40歳代の健診受診率 190/る 以上

50歳代の健診受診率 28.5%以 上

特定健診未受診者かつ医療
機関受診なし者の割合

35%以下

情報提供実施率 100%

特定保健指導実施率 60X以上
I

受診勧奨判定値
以上の者の
医療機関受診率

受診判定値以上の者の医療
機関受診率

60路 ,大」L

上記の うち、別に足める
ハイリスク者の勧奨・再勧奨

真施墓
100%

上島じのつろ、労lに疋める
ハイリスタ者の医療機関長診

墓      ′
80%以上

てヽ に 見直し
おけ
ど
ま
な
き

驚4鎮デiタ
を調載すると、

16



データの
出典
健康課題
との対応項 目

項目は一例です、必要に応じて

適宜追加・肖1除してください。

また、「参考 データ活用のポイ

ント」も参考にしてください。健康医療情報

“″″”一「一一”“”

凶表〇
図表O

被保険者

帥綿

死亡の

状況

<記載すべき事項>(例 )     .平 均寿命、健康憲命を県、菌と
・平均寿命           比較
・平均自立期間、平均要介護期階 ・死菌の特徴を確認
・
樫概藍(卸  ●繁胎蘊認姦事議占
、H市町別標準化死亡比 (EBsM剛

l

計画全体
シーートに
記載の際
|ご追加で
記載をし
ます。

図表O
図表O

1参照デー

|夕は同一

の参照元
を確認し
て評価で
きるよう
に記載を
してくださ
い ど

介護の
状況

<記載すべき事項>(例 )
・認定者数・認定率
,新規認定者数・新規認定率
日要介護の年齢割合
,年齢別介護度
日要介護者の有病状況

|

・要介護に至る原医際憲を把握しゞ

ラ防できる疾悪を確認

l①医療費の状況

:<記載すべき事項>(例 )
!○医療の状況 1医療費総額の推移、被保険者一人当たり医療費

|〇重複頻回受診者、重複服薬者の状況

①重症化した疾患の医療費

<記載すべき事項>(例 )
・入院医療費総額

・疾病別医療費割合 (入院)

・T人当たり医療費 (入院)
悪性新生物・脳梗塞・ 1凶出血・狭心症

・細小分類疾病別医療費割合 (入院)

・高額レセプト件数

・人工透析レセプ ト件数

「■人当たり医療費 (外来)慢性腎不全
・身体障害者手帳 (腎機能)

‐J

医療費の
状況

Ⅱ 健康医療情報等の分析

図表O

17



項 目 健康医療情報 アセスメント
データの
出典

健康課題
の対庶

医療費の
状況

習慣病の状況

すべき事項>(例 )
・外来医療費総額
ば疾病別医療費割合 (外来)

・一人当たり医療費 (外来)

悪性新生物・糖尿病・高血圧症

脂質異常症・高尿酸血症・

筋、骨格

・細小分類疾病別医療費割合 (外来

・特定健診間診票の服薬状況

。平均奢命、健康看命、死囚局U死亡に影

響する疾患に着目し、入院・外来月lどに確

認               
―

・|「重症化」についてlよ、心筋梗塞、狭

心症、脳卒更塞、脳出血のT人当たり入院
医療費、慢性腎不全 (人工透析)の一人
当たり外来医療費をみる
。「生活習慣病」については、糖尿病t

高血圧症、B旨質異常症、高尿酸血症の一

人当たり

外来医療費をみる

(例)i糖尿病や高血圧症の外来医療費
が低く、心筋梗塞や脳本質塞の入院医療費

が高い
→跡要な人が医療に繁がつておらす重症

化している
。高血圧症の

'卜

来医療費が高く、脳硬塞、

脳出血の入院医療費も高い
吟高血圧声ェが重症な健康課題である

①特定健診受診率の状況医療費の状況

<記載すべき事項>(例 )
O特定健診の状況 :特定健診受診率の推移、男女別・年齢別受診率、新規 ∫継続受診
者の状況、健診未受診かつ生活習慣病治療なし者の状況、3年連続未受診者割合 等
O特定保健指導の状況 :対象者数・割合、利用者数・利用率、終了者数・終了率 等

~「 ~

②健診有所見の状況

<記載すべき事項>(例 )
・有所見率と県内順位

・有所見率 (年齢調整)

・メタボ該当者・予備群該当者数

割合、県内順位

・特定健診受診者の治療状況

・重症化予防対象者の状況

・フローチヤー ト

(高血圧・脂質異常 H糖尿病)

・健診受診率と併せて確認
・医療、介護、死亡の状況を踏まえ

て、健診結果を確認    I
(例)脳血管疾患の死因が多い
け高血圧症のデータをみる

・特定健診有所見率の状況を踏

まえて、生活習慣等を確認

(例)日巴満が多い
い食生活や運動碧慣に関
するデータをみる

③質問票の状況     ~
<記載すべき事項>(例 )
(実数、割合、年齢調整)

・食生活

・運動習慣

・喫煙

④がん検診の受診状況

特定健診
の状況

18



皿計画全体

:議抵Ⅲi諄■41だ鷲卜ヽltriI!ivtェィri― i:|〕モ監tiliど ●i十二 ij―

40,そ l以下
19%以上

80%以上

日瞬
Pll r,nク oゝ

日穏
Pll rク F」 ,aゝ

28b%以上

60弘以上

R10
r'aク R】

R19
F,0,RⅢ

R9
r,0,7】

R9
r'0ク 7Ⅲ

R8
r,cl,sⅢ

RI
(2026Ⅲ

lt′

r2025Ⅲ

Кr
r夕

`1,篤

ゝ
R6
r'6,4ゝ

,(6

r,n,4ヽ
R5
r20ク罰

RS
(2023】

業 稲 日艇齢

自標

)

項目

と

_健康課露に応した「国角 |   _
_ 「書評価,目穏」を記載します1  _
―観 藝 砂 環目■日標の環爾 ―
― l銅■のアルフパ ットとし ―
三蔵蕪 麿 認 乗 習 鍵 =

部会で検討

特定健
診繁診
率

事業番号
課題解決に係る取組の方向性課題

諄鍾諄暫爾學議「
優先度の蔦しヽ課爾にld「レ点」をしてくだ書い。

D

E

A

B

C

Ｐ
０

重 点 ,綾元
障

事業名

……
/「健康課題Jを解決するための個BIJの保
_ 隠事業を記鞘する。「事業番後」と健康課題,「対応する保健事業番号」を同T~粟
薪σ避薯屋F鷲鱗
下雪F恐寝爾評確瑾梨F息縣読言~ とがあると

―
否



特定健診受診率向上対策t特定保健指導、発症予防事業、

重症化予防事業、医療費適正化事業を記載する。
V個別の保健事業 (令和 6年

(事業番号 )¬ (事業名称)事業善号・筆業名称は、
'「
lttlBJの保健事業の事業名称dを記載する。

事業の目的

対象者

現在までの事業結
果

過去の同一事業でどのような成果があつたかなどを記載。アウトカム、必要であれば
アウトプットも記載する。

計画策定
時実績

目標値

R5

(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

R3
(2026)

R9
(2027)

R10
(2028)

Rll

(2029)

指標 評価指標

アウトカ
ム

アウトプッ
ト

ために、主にどの戦略を優先してど、個用ll る

|

目標を達成するため
の主な戦略

在 までの霙施 万法 | フロセヌ

ロ ス

改善案は第2期デ■タヘルス計薗のふり返りを記載くださ

改善案は第2期デ■夕ヘルス計画のふり返りを記載くださ

で実施しやすいよう:こ具体的に記載する。例)
比較や、事業実施群を未実施群の比較など。

る 評価時点評価方法を記載す画
のとの 付 と比較、啓発物送 後の過

20



国民健康保険データヘルス計画 令和5年度個別実施計画
1.特定健診の受診率の向上 ・ 特定保健指導

(単位 :千円)

宴嘲

健康確違課

健康確進課

健康推進課

健康推進課

Iウトカムロ機

健診受診率46%以上

健診受診率40%以上
集団健診受診者数
2,,00人 以上

健診受診革 409る以上

アウトプツト自標
資診者

8,280人以上

18,000人に通知

刀口人君全員に督発チランの
配布       

‐

速付時に1回 以上唇発チラ
シ同封

実歴医際機関・公共施設ヘ

啓発ポスター配布

動回を満用した唇発を行

750人 に助成

b回表 肥

16,090人に通知

予約受付数 200人 以上

巾工長湊 ,丙既での受診看
100人 以上

R5予算

109,198

(特定健診
全体予算 )

No l特定健
診事業費に

含む

阻 1特定健
診事業費に

含む

No 48後発医

薬品啓発活
動に含む

47

15,921

‖。1特定健
診事業費に

含む

Nは 1特定健
診事業費に

含む

No l特定健
診事業費に

含む

No l特定健
診事業費に

含む

①

④

②

②

①

①

④

②

②

①

①

④

②

②

①

①

⑬

④

②

②

①

①

③
④

②

②

①

①

①

③
④

②

②

②

①

①

③
④

②

②

②

①

①

③
④

②

②

②

①

①

③

④

②

②

②

①

②
③

③
④

②

②

②

①

②

①

①

③

④

①

②

①

②

①

棗施スケジ五■ル

①

①

①

①
②
③

①

案範内容

∪原稿作厩
②受診券に同封

①雹口で特定健診の案内

に同、1ジンエ不リツク差督貝追知

封

②翌年度原稿作成

∪腎,E不スターの作厩
②実施医療機関へ配布
③各公共施設等へ配布

∪動画による啓発

∪FA報蕗に掲載 (医猥機関・

」A)

②市HPの更新
③申請受付、交付決定
④保健師による事後指導

∪開催泰困の遺知く受診券
パンフレット1こ掲載)
②健診実施   ′
υ県福TF厩
②受診券に同封

υ茶言打ち合わせ
②コールセンター設置

∪票″ヨ通知 (受診券バンフ

②趣繋
)

群筆者

苦

積保膜看全

員

40～ 74歳の
被保険者

40～ 74蔵の

被保険者

(特に40代・

50代 )

←υ蔑 以 上 f′)

被保険者

40～ 74歳 の

枚保険者

40歳以上の
被保険者

騨組み0縦額_「

リ

メ

対象者の住む地域に応
し、

し、特定健診の受診啓発を行います。

、特定健診の受診啓発を行います。

し、

まヽす。
成します。

の

ます

レッ

りますと

や休日も予
ります。予約しやすして

ように、受日

環境を作り
施日に、

特定健診

特定健診受診率向上
(啓発チラシの送ω

特定健診受診率向上
(啓発チランの配布)

特定健診受診率向上
(啓発チランの送付)

特定健診受診率向上
(啓発ポスターの掲示)

特定健診受診率向上
(動画による啓発)

特定健診受診率向上
(受けやすい健診の場づく
り)

特定健診受診率向上
(受けやすい健診の場づく
り)

特定健診受診率向上
(受けやすい健診の場づく
り)

特定健診受診率向上
(受けやすしヽ健診の場づく
り)

く

8

9

新規

0

1/5



:実
施体制

健康種遅課

経原推進際

アウト角れ構標

健診受診率46%以上

中寺定保健指導
実施率60%以上

Tウトブツト母録:

医報 轟 蜀 顎 世口」叡

1回 以上

市HP2回 以上更新

聯「聞署掲車覧回鎮 2回以上

8日 以上唇発を冥腫

組回覧年 3回 以上

地域での啓発回数 20回 以
上

2回以 上 冥 麗

対黒者 (ね 18,000人 ,に遼
知     :

架電幕 60'`以上

遺知した困、100人 以上が

情報提供に協力

収組み増
'要
嶽 10理暇以

上

衛疋係軽語導

実施率 60%以上

医擦機 関委乱での保健帽

導実施者5名以上

RS予算

C

C

231

0

3,776

0

1,617

2,990

415

N018に含む

11,363

芸施スケジエ■ル

①

②

①

②

②

①

②

①

②

②

①
②

①

②

②

②

①
②

①

②

①
②

②

①

②

①
②

①

②

①

①

②

②

①

①
②

①

②

①

①

②

②

①

②

②

一

②
⑥

①
②

①

②

①

①
②

②

①

②

①

①

②

①

②

①

②

①

②

①
②

①

②

①

①

②

①

①
②

①

②

①

①

②

①

①

②

①

①

①

②

①

芸施内容

∪特足健診受診唇発

∪市HPの罠新

∪新間、地域情報議掲載

①受診促準デ
エに啓発

∪粗回曳
②健康推進員・地域づくり協
議会と連携しての啓発実施

υ広報ながIままへ掲載
④行政出前講座の実施(随
時)

υ過云受診データ分奉予
②未受診者勧奨(年 2回 )

υ委託票君選足
②電話勧奨

υ働奨資材作成
②対象者の抽出
③働奨通知

υ地域団体との協議
計画作成

・零菜

②事業実施

υ拓尋の粟而

∪異施機関への伝釈
②委託実施

1練者

被保険者全

員

40～74歳の
被保険者

40～ 74歳の
被保険者

釆庁被保険

者全員

薇 踪 瞑有 全

負

各種団体等

40～74晟の
被保険者

l臣院治綴中
の被保険者

破保 願 者 全

員

>,不ヤ偏早
メタボ該当者

>,不予備軍
メタボ該当者

散と

'組

み0概要 Iど■
区l民健康保険の事業内容を周知し理解を深めるため、
広報ながはまへの記事掲載を行います。

市本―ムベージヘ特足健診に関する情報の掲章を行
い、特定健診に対する理解の浸透と受診促進を図りま
す。

特疋健診の受診唇発広告を地域紙に掲職 し、受診を促

します。

7～ 9月を持足健診受診促進強化月I苫ヨと位置づけ、保険
年金課職員が啓発ボロシャツを着需し、特定の日に来
庁被保険者に対し受診啓発を行います。

錦詮 乳 逢 討 郵 F霊篭 離 矮 鵞薯騒 暑
くり協議会と連携し、各地のイヘント等で健診のテラシを
配り、受診を勧奨します。

国民健康保候希ilFxの概要や医猥資の状況琴を解説す
るとともに、健康に関する知識の普及啓発を図るため、
行政出前講座を実施します。

膏足健診の迪云史診データの分格及び受診勘美追知
を行い、年間を通じて効果的な勧奨を行います。  |

腎疋健 診禾 史診 者を対象 に電話勘 共を行 い、符 足健

診受診率の向上を国りますき

医療機関に通慨冶環中の対象者に対し、治療中思君
情報提供の勧奨通知を行い、受診率の向上を回りま
す。勧奨資材のデザインを業者委託することにより情報
提供への協力者の増加を回ります。

地域づくり協議会や健康推進員協議会など地域団体と
ともに、未受診理由の調査や曼診啓発を共同実施し、
健診受診今の機運の向上を図ります。

生活習慣病の早期発見・重症化予防に向けて、メタポ

摯な亀舘崖星え
小予
F軍
および該当者に指定保健指

回指導のみの実施も可能とし、特定保健指導が受けや
すい環境をつくることで、実施率の向上を国ります。

れ
''組
み名

特定健診受診率向上
(健診の同知)

特定健診受診率向上
(健診の同知)

特定健診受診率向上
(健診の同知)

特定健診受診率向上
(健診の同知)

特定健診受診率向上
(健診の周知)

特定健診受診率向上
(健診の周知)

特定健診受診率向上
(未受診者への勧奨)

特定健診受診率向上
(未受診者への勧奨)

特定健診受診率向上
(未受診者への勧奨)

特定健診受診率向上
(未受診者への勧奨)

特定保健指導

箕羅曇婚握吾ゃすぃ環境
づくり)

曝

81

25



実施体制

軽凛薄遷課

健康穏遷藤

アウトカムロ標

特定保健指導
実施率60%以上

アウトプツト霞標

初回指導利用者 60%以
上

指導↑l用勘笑栗肉の冥施

R5予算

N026に含む

実施スケジュール

①

②

①

①
②

①

①

②

①

①

②

C

①

②

①

①

②

①

①

②

①

①

②

①

①

②

①

①

②

①

①

②

①

①

②

①

実施内容

υ指導実施
②委託実施

①案内の実施

対象者

メタ不予備軍
メタボ該当者

メタ本予偏車
メタボ該当者

取り組みの概要

て 日 日

援の方の特定 ること
で を図ります。タブレッ 用 いて

ることで、面接会場に来所が困難な
います。

検査項 の詳細と重 1こ

〉ミンフ

総合健診および 導対象者

特 定 ホームページヘの掲載を行
る理解の浸透と利用の促進を

図ります。

取り組み名

特定保健指導
(指導を受けやすい環境
づくり)

特定保健指導
(保健指導の周知
奨)

勧

腱

2.がん検診の受診率の向上

実施体制

健康推進課

健康確遣課

健康 FE遅課

′犀!粛正遅課

lに ,粛羅遅課

アウトカムロ標

国保加入者の
がん検診受診軍

吾がん検診1028%以上
大腸がん検診1572%以上
肺がん検診■17%以上
乳がん検診2092%以上
子富頸がん検診 151690以
上

アウトプットロ標

架電率 60%以 上

16,000人に通知

ん`宋彎有霊員に特疋健診・

ん検診を勧奨

国保新規加入者全員に配
布

クーボン対象者全員に送付

各イベント時に100人 以上
チラシ等を配布する

R5予算

憎D22特定健
診電話勧奨
に含む

N。 9に 含む

590
(一般会計が
ん検診 )

50

一般会計の
がん検診予
算に含む

①①

②

①

①

④

①

①

①

①

①

①

①

②

①

①

②

①

①

②

①

①

①

①

①

②

①

②

①

実施スケジュール

①

①

①

実施内容

∪委託栗者選足
②電話勧奨

∪原稿作版
②受診券に同封

①電話勘奨

ぐり白ETF

①委託業者選定
②送付

●写とがん

②全がん
(ビンクリボン)
(図書館)

対象者

40年 74歳 の

枝保険者

40～ 74籠の

校保険者

40～ 69歳 の

被保険者

国保手続き

者

41歳 の被保
険者

「F民

取り組みの概要

、ヽがん検診受診率の向上を国り
ます。

ん

ることで、特定健診およびがん
検診の受診促進を図ります。

付し、申込みしやす

の

曼診促進を図ります。

に て

診勧妥および予約

よびがん検診の受診促進を図ります。

ンフ

し

1

進を図ります

います。ての啓発イ
ん つ

取り組み名

名ヽ種がん検診受診率向上
(特定健診受診勧奨時のがん
検診案内)

各種がん検診受診率向上
(特定健診受診勧奨時のがん
検診案内)

各種がん検診受診率向上
(特定健診受診勧奨時のがん
検診案内)

各種がん検診受診率向上
(特定健診受診勧奨時のがん
検診案内)

各種がん検診受診率向上
(無料クーボンの配布)

血

30

31

32

33

34

3.喫煙者や橿動不足の人を減少させる

実施体制

「躍重ね 匿藤

アウトカムロ標

喫煙者割合
男22%女34%

(喫煙者割合
男22%女34%)

R4年度保健指導対象者の
中で喫煙割合
男171%女 o9%

アウトプットロ標

850人 に働」某

術雇保健指導受講者て喫
煙該当者に指導実施

R5予算

446

特定保健指
導に含む
N026

実施スケジュール

①①

|

① ①

②

①

①

①

①

①①①①①①

実施内容

∪働奨通知栗作成
②勧奨通知発送

∪指導の実施

取り組みの概要 対象者

COPDに る
リーフレッ COPDの 啓発と生活習慣の見直し
の機会づくりを図ります

て し

てヽ啓発し、 の紹介をします。

取り組み名

禁1煙答発
受動喫よ至防止啓発

血
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実施体制

霞原Ω画課

1足燻 HE回課

健康企画l課

アウトカムロ標

1日 30分 以上の運動習慣
を継続している人の割合
男42596女369%

1日 30分 以上の運動習慣
を継続している人の割合
男425%女 369%

アウトプットロ標

雨四アフリタウンロード叡
の増加

国保ダウンロード者数906

人

廷べ貫出数30件
血圧計設置事業30箇 所

行 ll戻 出 nl講歴実万[回数 12
回以上

健康大使による啓発

着ぐるみによる啓発 I

:2回

12回

健康づくり協定に基づいた

事業実施 :20回

野栗摂取促進 800人

R5予算

11'5

(回保特会)

340
(―般会計 )

3,337
(―般会計)

実施スケジュール

①

①
②
③
④
⑤

①

②

①

①
②
③
④
⑤

①

②

①

①
②
③
④
⑥

①
②
③

①

①
②
③
④
⑥

①
②
③
④
⑤

①
②

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①
②

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③
④
⑤

①

①
②
③
④

①
②
③
④
⑤

①

①
②
③
④

①
②

実施内容

①アフリの督策、ダウンロエ

ド促進
②市独自インセンティブイベ
ント

①健康づくり啓発
②loT対応健康機器貸出
◎催康栄養相談の紹介
④地協への機器貸出、地域
での活用普及啓発
⑤市内公共施設等への血圧
計設置

∪市HP琴での健原情報発信
②行政出前講座の実施
③健康・子育てイベント等に
て健康大使・むびょうとん着
ぐるみによる健康づくり啓発
④企業との健康づくり協定に
基づいた、健康づくり事業の
実施
⑤健康ステーション事業での
野菜摂取等の促進

対象者

根 供 瞑 者 食

員

貫出し・測定
を希望する

校保険者

被保険者全

員

取り組みの軽要

健康推進アプリ「BIWA― TEKU(ビワテク)」をダウンロー
ドし、ウォーキングや健診、健康イベンHこ参加すること
で年間を通してボイントを取得し、たまったポイントで抽
選に応募し、賞品を獲得します。
アプリの利用を通し、運動ができる環境づくりを行い、ま
た健診受診の啓発など、広く健康づくりのできる環境を
つくります。

健康管理アプリに対思するIoT機器 (血圧計、体組成
計、活動量計)の貸出・アプリ導入支援を行い、ス宅ホ
を用いて健康管理が実践できるようにします。測定結果
や本人の希望など必要に応じて健康・栄養相談を案内
します。地域づくり協議会に機器を賞し出し、身近なとこ
ろで健康管理ができる環境を作ります。
また市内公共施設等に血圧計を設置し、いつでも気軽
に血圧を測れる環境を作ります。

生活習慣病やフレイルを予防し、健康的な生活習慣を
身につける人を増やします。

取り組み名

運動に取り組みやすい環
境づくり

健康管理に取り組みやす
い環境づくり

健康推進キヤラクター
「むびょうたん+1」 を
活用した「長浜市健康都
市宣言」の行動指針啓発

33

39

4.脳榎塞、心臓病の重症化を防ぐ (単位 :千円)

実苗体制

経燎軽遅課

健康推進課

健康推進課

霞願重建際

暉 k=環遷爾

隠屋
=追
漂

アウトカムロ採

情報提供率 100%

医療受診率60%以上

ハイリスク者の医療受診率
80%以上

保健指導率50%

アウトプットロ標

同封率 i00%

送 付 ■ 100%

医療未受診者への指導率
1009る

年間 10回実施

実万[実人すよ20人以上

目標冥施手 50。ノ6

RS予算

182

936

1,434

22
(一般会計
使庶づくり)

92C

N047に 含
まれる

実施スケジュール

①

①

②

①

①

②

①

①

①

①

①
②

①

①

①

①

①

①

②

①

①

①

①

①

①

②

①

①

①

①

①

①

②

①

①

①

①

①

①

②

①

①

①

①

①

①

②

①

①

①

①

①

①
②

①

①

①

①

①

②

①

①

①

①

②

①

①

②

①

①

②

実施内容

∪バンフレット同封

∪切〕実ヌ:書・受診報告書の
送付

①保健指導(電話・訪問・文
書)

g夢珊

①相談の実施

③健診結果の適知
②個別面接、評価の実施

対象者

特定健診受

診者

景 医 l箕肴

要医療者の

うちハイリス

ク者

持疋健診受
診者

相Я央等を希
望する被保
険者

30歳代の保
健指導対象

者

取り組みの概要

査項目 化 ついて説明
わかりやすい′ 同封します。

特定健診にて検査項目に医療受診勧奨判定値以上と
なっている項目がある人に、受診勧奨文書および受診
報告書を送付し、医療受診を勧奨します。

符疋健診にて璽戸正化するリスクが高い人 (ハ イリスク
者)を対象に、電話・訪間・文書にて保健指導を行い医
療受診を勧奨します。

実践に また、機器を
必要

努めます

健診績果の見万や運動方法、バランスの艮い食事な
ど、保なと師,管理栄養士が適宣アドバイスを行います。

生活習慣病健診受診者のうち、特定保健指導判定で動
機づけ支援・積極的支援に該当する方について、特定
保健指尋対象者と同じプログラムで保健指導を行いま
す。

取り,こみ名

医療受診勧奨半」定値以上
の人への医療受診勧奨

医療受診勧奨判定値以上
の人への医療受診勧奨

医療受診勧奨判定値以上
の人への医療受診勧奨

結果説明会

健康・米養相談

重声正化予防事業

‖c

41

42

43

46
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実施体制

躍重経毒際

畷 r―

罐 厳 ■¬璽際

アウトカムロ標

重症イビ予防保健指導実施
率90%

血圧高値者の医療受診率
90%

アウトプットロ標
率診受関機康医の者家

％

対

８３

対ス者の指導 100%

所箇３０

件
業
３０
事
数
置
出
設
貫
計
へ
圧
処
血

R5予算

３４０騨拶鋤

実施スケジュール

①
②
③

①
②
③
④
⑤

①
②
③

①
②
③
④
⑤

①
②
③

①
②
③
④
③

①
②
③

○

①
②
③
④
⑤

①
②
③

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③

①

①
②
⑥
④
⑤

①
②
◎

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③

①

①
②
③
④
⑤

①
②
③

①
②
③
④

①
②
③

①
②
③
④

実施内容

施
奨
実
働

の

出
診

談

抽

受
相

の
関
養

者
機

栄

象
療
康

対

医
健

①
②
③

∪捐尋冥施

地 域

での活用普及啓発
⑤市内公共施設等への血圧
計設置

対象者

の域
者
摂
険
医
保
要
被

高血圧 Ⅱ度

以上の方

取り組みの概要

離産
連携し
、

。
タブレ殴討

効脚的始

で

日

化予防を図りますも

りア

取り組み名

稿尿病性腎席重症化予防
事業

重症イと予防事業

5.医療資適工化
(単位 :千円)

実施体制アウトカムロ標

ジ手ネリック医薬品使用率
の増加 80%

重複授回・重複服葉者で
改善がみられたものの割
合 60。ノ6

アウトプットロ標
4回冥厄

2回 以上配布

4回要祗

1回 冥厄

RS予算

555

60

S,543

369

②

④

②

①

①

②②

C

②

①

②②②

①

①

②
③

③

②

③

②

①

①
②

実施スケジュール

①

①

②

①

実施内容

①垂額通知

∪唇 発チラシ作成

②啓発チラシ配布
③保険証更新時配布

∪医
'環

賃迫知

∪対象者抽出
②対象者通知
③対象者訪問
④結果確認

対象者

冗策医楽品
使用者

薇 保 険者 全

員

重複頻回受
診者

取り組みの概要
ジェネリック医薬品の利用促進による医療費の抑制を
目的に、年に4回ジェネリック医薬品に切り替えた場合
の自己負担軽減額を通知します。

ツク

また、ます配布し

し

ます

やの

し
正受診に向けた啓発を行し

取り組み名

後発医薬品啓発活動

後発医薬品啓発活動

医療費通知

血
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1日

令和5年度国民健康保険料率 告示
4月

令和5年度 年間予定表

5月 広報ながはま 5月 1日 号全戸配布 *保険料掲載

6月
15日

令和5年度国民健康保険料納付通知書 発普

7月
3日

令和5年度国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証 発送

7月 ～

9月

特定健診勧奨推進月間
とオレンジポロシャツの着用 (毎週木曜 日)
・ポスター、広告の掲載

8月

23日                    :
第1回 国民健康保険運営協議会
。令和4年度国民健康保険特別会計決算について    :
。令和4年度国I民健康保険特別会計(直診勘定)決算について
・第3期長浜市国民健康保険デエタヘルス計画(経過報告)について

10月
～ 1月

令和6年度保【父料率の検討
・県より仮算定及び本算定結果の報告
ヽ・保険料率案の作成

12月 第3期長浜市国民健康保I父データヘルス計画のパブリックコメントの実施

2月

第2回 国民健康保険運営協議会
,令和6年度国民健康保険事業計画 (案)について

制 g子径目員経震僚険樺割套菜秘裔も♀桑 )について
。令和6年度国民健康保険料率について
。第3期長浜市国民健康保険データ今ルス計画 (結果報告)について

26


